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本
日
、
日
大
土
木
会
総
会

を
開
催
す
る
に
当
た
り
一
言

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

 

日
大
土
木
会
が
設
立
さ
れ

て
か
ら
早
や
十
四
年
目
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
、
土
木
工
学
科
と
名
の
付

く
大
学
は
数
少
な
く
な
り
、

全
国
で
二
，
三
大
学
の
み
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
日

本
大
学
も
そ
の
少
数
大
学
の

一
つ
で
あ
り
ま
す
が
、
日
本

大
学
は
理
工
学
部
・
工
学
部
・

生
産
工
学
部
の
三
学
部
で
約

五
百
名
の
土
木
技
術
者
を
毎

年
輩
出
し
て
お
り
ま
す
。
嘗

て
は
三
学
部
で
約
千
人
の
土

木
技
術
者
を
輩
出
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
時
代

の
趨
勢
に
よ
り
理
工
学
部
で

は
交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
科
と

ま
ち
づ
く
り
工

学
科
、
工
学
部

で
は
情
報
工
学

科
、
生
産
工
学
部

で
は
環
境
安
全

工
学
科
が
設
立

さ
れ
土
木
工
学

科
の
定
員
が
削

減
さ
れ
ま
し
た
。

千
人
の
土
木
技

術
者
を
輩
出
し

て
い
た
時
代
に

は
全
国
の
大
学

で
輩
出
さ
れ
た
土
木
技
術
者

の
約
一
割
が
日
本
大
学
か
ら

輩
出
さ
れ
た
土
木
技
術
者
で

あ
り
ま
し
た
。
土
木
工
学
科

が
全
国
の
大
学
で
改
名
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
や
教
員
は
土
木
工
学
科

時
代
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
不
思
議
で

す
。
土
木
工
学
科
が
改
名
さ

れ
て
も
土
木
技
術
者
と
称
し

て
職
場
で
活
躍
で
き
る
と
こ

ろ
が
面
白
い
と
こ
ろ
で
も
あ

り
ま
す
。

 

一
九
二
〇
年
六
月
に
わ
が

国
の
私
学
で
初
め
て
設
立
さ

れ
た
日
本
大
学
高
等
工
学
校

土
木
科
が
そ
の
母
体
で
あ
り

ま
す
が
、
太
平
洋
戦
争
を
乗

り
越
え
、
さ
ら
に
そ
の
後
の

戦
後
復
興
に
尽
力
し
て
き
た

　

平
成
十
八
年
か
ら
昨
年
平

成
二
十
四
年
ま
で
、
当
「
日

大
土
木
会
」
の
会
長
を
、
お

勤
め
頂
い
た
「
松
田
愼
一

郎
先
生
」
は
、
昨
年
、
平
成

二
十
四
年
十
二
月
十
七
日
、

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年

八
十
歳
で
し
た
。

　

本
日
は
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
ま
し
て
、
松
田
先
生
の

略
年
譜
を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂

き
、
先
生
へ
の
追
悼
と
感
謝

の
気
持
ち
を
、
皆
様
と
分
か

ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

松
田
先
生
は
、
昭
和
八
年

一
月
五
日
、
長
野
県
上
伊
那

郡
辰
野
町
に
四
男
一
女
の
長

男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

長
野
県
立
岡
谷
南
高
校
卒
業

後
、
昭
和
二
十
六
年
四
月
日

本
大
学
医
学
進
学
過
程
に
特

待
生
入
学
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
一
年
後
、
ご

家
庭
の
事
情
に
よ
り
工
学
部

（
現
理
工
学
部
）
土
木
工
学

科
に
編
入
し
、
昭
和
三
十
年

三
月
同
科
を
卒
業
さ
れ
ま
し

た
。

　

以
後
は
、
松
田
先
生
の
業

務
経
歴
を
御
紹
介
し
ま
す
。

　

昭
和
三
十
年　

埼
玉
県
久

喜
町
役
場
土
木
科
勤
務
時

代
、
町
村
と
し
て
は
全
国
で

初
め
て
「
公
共
下
水
道
」
建

設
に
係
る
国
へ
の
申
請
を
行

い
、
建
設
省
、
厚
生
省
の
許

可
を
得
ま
す
。
こ
れ
が
、
松

田
先
生
が
以
後
、
公
共
公
益

施
設
整
備
・
都
市
づ
く
り
へ
、

大
き
く
踏
み
出
す
第
一
歩

と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

昭
和
三
十
三
年
十
一
月
、

日
本
住
宅
公
団
に
入
社
。
公

団
で
は
、
都
市
開
発
事
業
に

主
に
取
り
組
み
、
支
社
、
開

発
本
部
、
本
社
と
様
々
な
処

で
、
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
携
わ
り
、
と
り
わ
け
公
共

公
益
施
設
整
備
に
関
し
て
は

草
分
け
的
存
在
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

特
に
、
当
時
は
高
度
経
済

成
長
の
真
っ
只
中
。
大
都
市

圏
へ
の
人
口
集
中
に
対
応
す

べ
く
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
が

提
案
さ
れ
る
中
、
そ
の
障
害

と
な
っ
て
い
た
自
治
体
の
費

用
負
担
の
問
題
を
解
決
す
べ

く
様
々
な
か
た
ち
で
尽
力

し
、
昭
和
四
十
二
年
六
月
「
関

日
本
大
学
か
ら
輩
出
さ
れ
た

土
木
技
術
者
は
、
現
在
の
社

会
基
盤
を
築
き
上
げ
て
き
た

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
か
つ
て
評
論

家
の
故
大
宅
壮
一
氏
が
日
本

の
国
家
を
つ
く
り
あ
げ
て
き

た
の
は
東
京
大
学
の
官
僚
と

日
本
大
学
の
土
木
技
術
者
で

あ
る
と
論
評
さ
れ
て
い
た
記

事
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
日

本
大
学
の
学
祖
で
あ
る
山
田

顕
義
伯
爵
は
東
京
で
流
行
し

た
コ
レ
ラ
を
な
く
す
た
め
に

東
京
の
神
田
下
水
を
提
案
し

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
偶

然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
日
本

大
学
と
土
木
技
術
は
深
い
縁

が
あ
る
よ
う
で
す
。

 

日
本
大
学
に
は
卒
業
生
の

多
く
の
集
ま
り
が
あ
り
ま

す
。
日
大
土
木
会
も
そ
の
一

つ
で
あ
り
ま
す
が
、
あ
く
ま

で
も
任
意
に
入
会
で
き
る
同

志
の
集
ま
り
で
あ
り
ま
す
。

日
本
大
学
理
工
学
部
、
工
学

部
、
生
産
工
学
部
の
三
学
部

を
卒
業
さ
れ
た
土
木
技
術
者

だ
け
で
な
く
日
大
土
木
に
興

味
を
持
た
れ
る
方
々
も
自
由

に
参
加
で
き
る
会
と
し
て
発

展
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
昔
、
故
吉

田
茂
首
相
が
日
本
大
学
で
の

( 故 ) 松 田 愼 一 郎 元 会 長
( 平 成 ２ 2 年 春 の 叙 勲 )

祝
辞
で
「
数
は
力
な
り
」
と

評
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

土
木
工
学
科
の
科
名
が
改
変

さ
れ
て
い
く
中
で
、
日
本
大

学
の
み
が
土
木
技
術
者
を
育

て
て
い
る
と
い
う
証
を
世
の

中
に
示
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

今
後
、
益
々
、
日
本
大
学

の
発
展
と
日
大
土
木
会
が
永

遠
に
繁
栄
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

竹
澤
会
長
挨
拶

総

会

開

催
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①
主
任
教
授
挨
拶

　

平
成
二
十
四
年
十
月
か
ら

土
木
工
学
科
並
び
に
土
木
工

学
専
攻
の
主
任
を
仰
せ
つ

か
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

十
六
年
十
月
か
ら
二
年
間
教

室
主
任
を
務
め
ま
し
た
の
で

二
度
目
に
な
り
ま
す
が
、
当

時
と
は
学
科
や
大
学
を
取
り

巻
く
環
境
も
教
室
の
教
員
メ

ン
バ
ー
も
大
き
く
異
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
新
任
の
つ

も
り
で
微
力
を
傾
注
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
当

時
も
今
も
、
土
木
教
室
の
教

育
活
動
な
ら
び
に
学
生
の
就

職
に
、
日
大
土
木
会
の
会
員

の
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
校

友
の
皆
様
の
熱
意
あ
る
多
大

な
ご
支
援
と
ご
指
導
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
全
く

変
わ
り
が
な
い
、
と
就
任
し

て
改
め
て
強
く
感
じ
て
お
り

ま
し
て
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支

援
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
校
友
の
皆
様
の
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
、
ご
発
展
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

②
学
科
の
話
題

　

今
春
、
平
成
二
十
五
年
四

月
か
ら
、
理
工
学
部
の
学
科

再
編
に
伴
い
、
土
木
工
学
科

は
一
学
年
の
定
員
を
二
八
〇

名
か
ら
二
二
〇
名
に
変
更

し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
顧
み
れ
ば
昭
和

五
十
一
年
に
学
科
定
員
を

四
十
名
増
や
し
て
二
八
〇
名

に
し
て
以
来
の
定
員
削
減
で

す
が
、
決
し
て
後
ろ
向
き
の

施
策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各

分
野
に
幅
広
く
人
材
を
輩
出

す
る
と
い
う
日
大
土
木
の
役

割
を
担
い
つ
つ
、
十
八
歳
人

口
の
減
少
と
社
会
の
ニ
ー
ズ

を
鑑
み
た
適
正
な
人
数
に
近

発
に
お
け
る
水
循
環
再
生
シ

ス
テ
ム
の
構
築
過
程
と
そ
の

総
合
化
に
関
す
る
研
究
」
は
、

平
成
八
年
、
「
日
本
都
市
計

画
学
会
論
文
賞
」
を
、
受
賞

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
九
月
、
日
本

大
学
常
務
理
事
に
就
任
。
そ

し
て
、
常
務
理
事
を
退
任
さ

れ
る
、
平
成
十
七
年
九
月
ま

で
の
間
、
「
お
茶
の
水
キ
ャ

ン
パ
ス
整
備
構
想
委
員
会
」

を
は
じ
め
と
す
る
学
内
委
員

会
の
委
員
長
等
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
四

年
十
月
か
ら(

株)

エ
ヌ
・

エ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
特
別

顧
問
も
務
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
十
八
年
七
月

に
、
日
大
土
木
会
会
長
に
就

任
さ
れ
、
三
期
六
年
間
に
わ

た
り
日
大
土
木
会
の
た
め
に

多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
長
年
に
わ
た
る

社
会
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
平

成
二
十
二
年
四
月
、
春
の

叙
勲
に
お
い
て
「
旭
日
双

光
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。 

　

そ
の
社
会
貢
献
の
一
環
と

し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
、
主

な
外
部
委
員
・
役
員
は
、

○
宅
地
造
成
技
術
講
習
会
考

　

査
委
員
長　
　
　
　
　
　

土
木
系
三
学
部
四
学
科  

主
任
教
授
か
ら
挨
拶

○
日
本
技
術
士
会
試
験
委
員

○
土
木
学
会
環
境
シ
ス
テ
ム

　

委
員
会
副
委
員
長　
　
　

○
都
市
計
画
協
会
常
務
理
事

○
総
合
科
学
研
究
機
構
副
理

　

事
長　
　
　
　
　
　
　
　

○
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
セ

　

ン
タ
ー
監
事

○
都
市
文
化
振
興
財
団
理
事

○
先
端
建
設
技
術
研
究
セ
ン

　

タ
ー
評
議
員

○
下
水
道
新
技
術
推
進
機
構

　

評
議
員

等
々
で
す
。

　

松
田
先
生
は
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
前
年
、
昭
和

三
十
八
年
八
月
、
登
喜
子
様

と
御
結
婚
さ
れ
、
長
男
幸
一

さ
ん
を
授
か
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
ご
家
族
で
幸
せ
な
生

活
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

が
、
六
年
前
に
最
愛
の
息
子
・

幸
一
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
、
昨

年
秋
に
は
奥
様
・
登
喜
子
様

に
先
立
た
れ
、
同
年
十
二
月
、

後
を
追
う
よ
う
に
、
永
遠
の

旅
に
つ
か
れ
ま
し
た
。

　

享
年
八
十
歳
、
今
の
時
代

に
は
早
す
ぎ
る
旅
立
ち
で

す
。
公
私
と
も
に
充
実
し
た
、

変
化
に
と
ん
だ
幸
せ
な
生
涯

を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。
太
く

短
い
人
生
で
し
た
が
、
人
生

を
全
う
さ
れ
た
と
言
っ
て
も

【
理
工
学
部

・
土
木
工
学
科
】　　
　

　 　
　
　
　

主
任
教
授　

野
村　

卓
史

連
公
共
公
益
施
設
の
費
用
負

担
ル
ー
ル
」
い
わ
ゆ
る
五
省

協
定
を
成
立
さ
せ
、
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
建
設
の
推
進
に
大
い

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
連
公
共
施
設
整

備
促
進
事
業
制
度
の
創
設
、

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ⅴ
・
地
域
冷
暖
房
等

の
新
都
市
施
設
、
そ
れ
ら
を

収
容
す
る
新
都
市
施
設
共

同
溝
等
の
導
入
、
整
備
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
社
都
市
開
発

事
業
部
長
、
つ
く
ば
開
発
局

長
、
首
都
圏
都
市
開
発
本
部

長
、
常
任
参
与
、
を
経
て
、

平
成
三
年
十
二
月
、
公
団
理

事
に
就
任
。
こ
の
間
、
「
グ

レ
ー
タ
ー
つ
く
ば
構
想
」「
常

磐
高
速
道
路
路
線
バ
ス
運

行
」
「
常
磐
新
線
沿
線
都
市

開
発
」
「
沖
縄
首
里
城
公
園
」

「
北
総
公
団
鉄
道
二
期
線
工

事
」
等
様
々
な
事
業
を
推
進

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
五
年
五
月
、
公
団
理

事
を
退
任
さ
れ
、
同
九
月
、

(

株)

み
な
と
み
ら
い
開
発

セ
ン
タ
ー
社
長
に
就
任
。
平

成
十
三
年
六
月
に
退
任
。
こ

の
間
、
平
成
七
年
四
月
、
東

京
大
学
よ
り
工
学
博
士
の
学

位
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
の
学
位
論
文
「
都
市
開

松 田 愼 一 郎 先 生 を 偲 ぶ 会

良
い
と
思
い
ま
す
。

　

力
の
限
り
を
尽
く
し
て
生

き
た
松
田
先
生
は
、
私
た
ち

後
輩
に
多
く
の
も
の
を
残
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。

松
田
先
輩
に
感
謝
し
つ
つ
、

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

松
田
先
生
、
本
当
に
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

              

合
掌
。
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【
理
工
学
部

・
交
通
シ
ス
テ
ム
工

学
科
】　                                     

            

主
任
教
授　

佐
田　

達
典

づ
け
る
こ
と
で
、
よ
り
優
秀

な
学
生
を
迎
え
る
こ
と
と
教

育
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
し

た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
面
で

は
、
引
き
続
き
土
木
の
主
要

な
分
野
に
対
応
し
た
「
構
造

工
学
・
地
震
工
学
」
、
「
水
工

水
理
学
」
、「
地
盤
工
学
」
、「
交

通
工
学
・
国
土
計
画
」
、
「
土

木
材
料
・
力
学
一
般
」
、
「
土

木
環
境
シ
ス
テ
ム
」
の
六
分

野
の
基
礎
を
確
実
に
身
に
付

け
さ
せ
る
こ
と
を
柱
に
据
え

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
国
家

公
務
員
採
用
試
験
総
合
職

（
旧
国
家
Ⅰ
種
）
に
学
部
生

が
合
格
す
る
な
ど
成
果
も
み

ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
大
学
院
教
育
に
つ

い
て
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

訂
を
目
指
し
準
備
に
取
り
か

か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
近
年

は
学
部
の
就
職
状
況
が
好
調

な
こ
と
も
あ
り
、
大
学
院
へ

の
進
学
者
数
は
多
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
熱
心
に
研
究
活
動

に
勤
し
み
、
学
会
等
外
部
発

表
に
お
い
て
優
秀
発
表
賞
を

受
賞
す
る
な
ど
活
躍
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
も
修

士
論
文
発
表
優
秀
者
に
は
、

日
大
土
木
会
よ
り
「
日
大
土

木
会
奨
励
賞
」
を
授
与
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
改

め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

二
十
四
年
度
の
四
名
の
受
賞

者
名
と
論
文
題
目
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

佐
藤
麻
衣

   

「
堰
下
流
側
に
形
成
さ
れ

   

る
跳
水
の
流
速
分
布
特

   

性
」
、

　

藤
井
大
地

   

「
下
水
処
理
水
が
流
入
す

   

る
都
市
河
川
に
お
け
る

   

亜
酸
化
窒
素
の
生
成
に

   

関
す
る
研
究
」
、

　

高
野
淳

   

「
高
分
解
能
衛
星
画
像
を

   

用
い
た
陸
前
高
田
市
の

   

津
波
に
よ
る
被
災
状
況

   

の
時
系
列
調
査
」
、

　

大
湊
周
作

   

「
実
測
記
録
に
基
づ
く

   

ア
ー
チ
ダ
ム
の
二
次
元

   

有
限
要
素
モ
デ
リ
ン
グ
」

　

就
職
に
つ
き
ま
し
て
も
、

日
大
土
木
会
に
よ
る
現
場
見

学
会
や
Ｏ
Ｂ
と
の
懇
談
会
の

支
援
の
ほ
か
、
諸
先
輩
方
の

多
大
な
ご
尽
力
に
よ
り
、
好

調
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
二
十
四
年
度
は
、
博

士
後
期
課
程
三
名
、
博
士

前
期
課
程
三
十
一
名
、
学
部

二
四
〇
名
（
九
月
卒
業
生
含

む
）
が
卒
業
し
ま
し
た
が
、

 

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
教
室

主
任
を
務
め
て
お
り
ま
す
佐

田
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
十

月
に
教
室
主
任
を
拝
命
し
来

年
九
月
末
ま
で
の
任
期
と
な

り
ま
す
。

 

最
初
に
、
本
学
科
は
本
年

四
月
一
日
よ
り
社
会
交
通
工

学
科
か
ら
交
通
シ
ス
テ
ム
工

学
科
へ
名
称
を
変
更
い
た
し

ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。
本
学
科
は

一
九
六
一
年
に
交
通
工
学
科

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
昨
年

度
、
学
科
創
設
五
十
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
わ
が
国
で
唯

一
の
交
通
施
設
の
計
画
、
建

設
、
そ
し
て
管
理
・
運
営
を

行
え
る
技
術
者
の
育
成
を
行

う
土
木
工
学
系
の
学
科
と
し

て
教
育
・
研
究
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
近
年
の
情
報
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
進
展

は
目
覚
ま
し
く
、
加
え
て
東

日
本
大
震
災
以
降
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
に
対
す
る
考
え

方
の
変
化
も
大
き
く
、
交
通

に
対
し
て
は
、
情
報
技
術
を

活
用
し
移
動
者
と
交
通
機

関
・
交
通
施
設
が
有
機
的
に

結
合
し
た
交
通
シ
ス
テ
ム
の

再
構
築
と
、
そ
れ
に
よ
る
よ

り
安
全
で
持
続
的
な
交
通
社

会
の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
学
科
と
し
て
も
こ
の
よ

う
な
状
況
に
対
応
し
た
教
育

と
研
究
を
展
開
し
て
い
く
必

要
に
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

す
で
に
平
成
二
十
年
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
訂
時
か
ら
、
①

高
度
情
報
技
術
を
活
用
し
た

高
度
交
通
シ
ス
テ
ム
（ITS

）

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
高
度

な
交
通
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る

理
解
と
応
用
力
の
養
成
、
②

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
か
ら

管
理
の
時
代
に
直
面
す
る
中

で
、
環
境
・
安
全
・
福
祉
な

ど
多
面
的
側
面
か
ら
捉
え
直

し
て
い
く
創
造
力
の
養
成
、

③
個
々
の
交
通
施
設
や
交
通

機
関
が
連
携
・
統
合
し
た
一

つ
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て

い
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
養

成
を
目
指
し
教
育
・
研
究
活

動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
理
工
学
部
で
学
科
再

編
が
実
施
さ
れ
る
の
を
契
機

に
、
学
科
の
今
後
進
む
べ
き

方
向
を
よ
り
明
確
に
す
る
た

め
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一

日
よ
り
学
科
名
称
を
交
通
シ

ス
テ
ム
工
学
科
に
変
更
い
た

し
ま
し
た
。

 

学
科
名
称
は
変
更
い
た
し

ま
し
た
が
、
土
木
工
学
に
軸

公
務
員
八
十
八
名
、
建
設
業

八
十
二
名
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
二
十
三
名
、
運
輸
十
一
名

ほ
か
各
方
面
に
多
く
の
学
生

を
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
二
十
五
年

度
の
新
入
生
は
、
学
部
生

二
三
〇
名
、
大
学
院
生(

修

士
課
程
）
十
五
を
迎
え
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

教
員
組
織
の
面
で
は
、
長

き
に
わ
た
り
学
部
、
学
科
を

支
え
ら
れ
、
ま
た
水
理
学
の

分
野
の
研
究
・
教
育
に
お
い

て
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
大

津
岩
夫
教
授
が
、
昨
年
度
末

を
以
て
定
年
退
職
さ
れ
ま
し

た
。
一
方
、
こ
の
四
月
か
ら

は
、
教
育
体
制
の
充
実
を
図

る
べ
く
、
新
た
に
若
い
三
名

の
教
員
を
新
規
に
採
用
し
ま

し
た
。
熊
野
直
子
助
手
（
地

盤
分
野
）
、
高
橋
直
己
助
手

（
水
工
分
野
）
、
野
村
瞬
助
手

（
地
盤
分
野
）
で
す
。
初
年

次
教
育
の
重
要
性
が
増
し
て

お
り
、
専
門
以
外
に
も
測
量

実
習
や
各
演
習
科
目
等
、
若

い
教
員
を
交
え
な
が
ら
基
礎

力
の
あ
る
実
践
的
な
学
生
を

育
て
て
参
り
ま
す
。

足
を
置
く
学
科
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
科

に
と
り
ま
し
て
、
教
育
、
研

究
、
就
職
活
動
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
面
に
お
き
ま
し
て
、
理

工
学
部
土
木
工
学
科
殿
を
は

じ
め
と
す
る
土
木
会
各
学
科

と
の
連
携
は
不
可
欠
で
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
連
絡
を
密

に
し
て
進
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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期
待
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
土
木
工
学
科

一
年
生
三
名
の
グ
ル
ー
プ

が
、
日
本
経
済
新
聞
社
主
催

の
「
社
会
人
基
礎
力
育
成
グ

ラ
ン
プ
リ
二
〇
一
三
」
に
て
、

み
ご
と
に
準
大
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
大

学
で
の
ゼ
ミ
に
お
い
て
ど
れ

だ
け
社
会
人
基
礎
力
を
成
長

さ
せ
た
か
を
学
生
チ
ー
ム
の

発
表
に
よ
っ
て
競
う
も
の

で
、
本
学
科
岩
城
一
郎
教
授

の
指
導
の
下
、
地
区
大
会
を

勝
ち
残
り
、
前
述
の
栄
冠
に

輝
い
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
、

「
道
を
身
近
（
ミ
チ
か
）
に

～
村
民
と
学
生
と
の
協
働
に

よ
る
道
づ
く
り
」
で
あ
り
、  

手
塚
先
生
は
、
直
近
で
は
佐

賀
大
学
低
平
地
沿
岸
海
域
研

究
セ
ン
タ
ー
に
て
研
究
員
と

し
て
勤
務
し
て
お
り
、
有
明

海
の
環
境
変
化
の
解
明
と
予

測
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
土
木
工
学
科
に
お

い
て
は
、
そ
の
若
い
力
で
後

輩
の
指
導
、
さ
ら
に
は
研
究

に
と
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

 
 

研
究
面
で
は
、
本
学
科
中

村
晋
教
授
を
代
表
者
と
す
る

私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基

盤
形
成
支
援
事
業
が
平
成

二
十
四
年
度
に
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
研
究
テ
ー
マ
は
「
福

島
県
発
の
災
害
に
強
く
自
立

共
生
が
可
能
な
住
環
境
の
創

成
に
関
す
る
研
究
」
で
あ
り
、

福
島
県
の
復
興
を
支
援
す
る

た
め
、
多
分
野
の
研
究
者
が

協
力
し
て
、
災
害
に
強
く
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
立
と
自
然
環
境

と
の
共
生
・
調
和
が
可
能
な

住
環
境
を
構
築
す
る
た
め
の

様
々
な
シ
ス
テ
ム
の
創
成
を

行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り

ま
す
。
現
在
、
各
分
野
の
研

究
者
が
精
力
的
に
研
究
活
動

を
実
施
し
て
お
り
、
工
学
部

の
特
徴
で
あ
る
ロ
ハ
ス
工
学

を
基
盤
と
す
る
研
究
成
果
が

【
生
産
工
学
部

・
土
木
工
学
科
】　

　
　
　      

主
任
教
授　

工
藤 

勝
輝

 

日
大
土
木
会
の
皆
さ
ん
、

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
主
任

を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
る
堀
井

で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
で
三
年
の
任
期
を
終

え
る
予
定
で
す
。

　

日
大
土
木
会
に
は
、
日
頃

よ
り
工
学
部
土
木
工
学
科
の

教
室
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、

【
工
学
部

・
土
木
工
学
科
】　　
　
　

　
　        

主
任
教
授　

堀
井 

雅
史

震
災
以
降
、
工
学
部
で
は
落

ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
入
学

者
数
は
震
災
以
前
と
同
等
に

な
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
平

成
二
十
五
年
度
前
期
の
授
業

を
開
始
し
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

学
生
に
対
し
て
、
授
業
を
開

始
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
社
会
に
貢

献
で
き
る
技
術
者
と
し
て
教

育
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

  

さ
て
、
土
木
工
学
科
で
は
、

平
成
二
十
五
年
度
よ
り
新
し

い
教
員
を
二
名
お
迎
え
し
て

お
り
ま
す
。
お
一
方
は
永
田

進
特
任
教
授
で
あ
り
ま
す
。

永
田
先
生
は
本
学
部
建
築
学

科
を
ご
卒
業
後
、
多
く
の
高

校
で
教
鞭
を
と
ら
れ
、
こ
の

間
優
秀
な
学
生
を
多
数
土
木

工
学
科
に
送
り
込
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
土

木
工
学
科
に
お
招
き
し
、
教

職
関
係
の
科
目
を
担
当
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る

学
生
の
獲
得
に
ご
尽
力
い
た

だ
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま

す
。

　

も
う
お
一
方
は
、
本
学
工

学
研
究
科
土
木
工
学
専
攻
修

了
の
手
塚
公
裕
助
教
で
す
。

彼
ら
が
福
島
県
平
田
村
で
行

わ
れ
た
官
学
産
民
の
連
携
に

よ
る
道
づ
く
り
事
業
に
参
加

し
、
地
域
の
人
々
と
と
も
に

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
携
わ
る
こ

と
の
重
要
性
に
つ
い
て
学
ん

だ
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。

今
後
の
成
長
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

土
木
工
学
科
の
就
職
状
況

は
、
校
友
の
皆
様
の
ご
尽
力

に
よ
り
、
平
成
二
十
四
年
度

内
定
率
一
０
０
％
と
工
学
部

で
最
も
高
い
内
定
率
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
公
務

員
も
多
く
の
学
生
が
合
格
し

て
お
り
、
そ
の
中
で
も
特
に

福
島
県
や
県
内
の
市
役
所
に

採
用
さ
れ
た
卒
業
生
に
は
、

【
学
科
の
話
題
】

 
学
部
生
、
大
学
院
生
の
就

職
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

諸
先
輩
方
の
ご
支
援
に
よ
り

こ
こ
数
年
好
調
を
維
持
し
て

お
り
ま
す
。
平
成
二
十
四

年
度
の
内
訳
は
、
公
務
員

二
十
七
名
、
建
設
業
二
十
七

名
、
運
輸
二
十
名
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
七
名
な
ど
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成

二
十
五
年
度
新
入
生
と
し
て

学
部
生
百
四
十
八
名
、
大
学

院
生
十
七
名
を
新
た
に
迎
え

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

 

教
室
人
事
と
し
て
、
平
成

二
十
四
年
度
で
柳
沼
善
明
教

授
、
長
田
哲
平
助
教
、
西
内

裕
晶
助
教
が
退
職
さ
れ
、
平

成
二
十
五
年
度
よ
り
川
﨑
智

也
助
教
、
吉
田
庸
助
手
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学

科
再
編
に
よ
り
新
設
さ
れ
た

ま
ち
づ
く
り
工
学
科
へ
天
野

光
一
教
授
、
岡
田
智
秀
准
教

授
、
阿
部
貴
弘
准
教
授
、
押

田
佳
子
助
教
が
移
籍
さ
れ
、

本
学
科
は
兼
担
と
な
り
ま
し

た
。

　

教
員
の
近
況
と
し
て
は
、

岡
田
智
秀
准
教
授
が
日
本
都

市
計
画
学
会
の
年
間
優
秀
論

文
賞
を
受
賞
さ
れ
、
中
山
晴

幸
専
任
講
師
が
私
立
大
学
情

報
教
育
協
会
の
奨
励
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
そ
の
他
】

 

卒
業
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
大
学
に
と
っ
て
大
変
貴

重
な
財
産
で
す
。
交
通
シ
ス

テ
ム
工
学
科
で
は
、
各
学
年

の
同
窓
会
、
各
研
究
室
で
の

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
な
ど
の
開
催

を
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
大
学
で
の
開
催

を
検
討
さ
れ
て
い
る
卒
業
生

の
皆
さ
ん
は
何
時
で
も
遠
慮

な
く
学
科
の
方
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
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福
島
県
の
復
旧
、
復
興
に
活

躍
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
工

学
部
卒
業
の
新
人
が
先
輩
方

の
職
場
に
配
属
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
そ
の
節
は
ご
指
導
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

工
学
部
で
は
、
毎
年
北
桜
祭

時
に
母
校
を
訪
ね
る
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

昭
和
三
十
八
年
、
四
十
八

年
、
五
十
八
年
、
平
成
五
年
、

十
五
年
卒
業
生
が
該
当
し
ま

す
。
該
当
さ
れ
る
卒
業
年
次

の
会
員
の
皆
さ
ん
、
ご
出
席

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

①
主
任
教
授
挨
拶

　

未
曾
有
の
震
災
か
ら
早
二

年
と
数
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
一

日
も
早
い
復
興
と
健
康
を
願

い
、
ま
た
復
興
に
ご
尽
力
さ

れ
る
技
術
者
、
卒
業
生
諸
兄

に
は
く
れ
ぐ
れ
も
安
全
に
ご

留
意
さ
れ
、
ご
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

◎
震
災
を
乗
り
越
え
て
未
来

に
対
す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
は

日
々
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

震
災
の
教
訓
と
こ
れ
ら
の
課

題
を
乗
り
越
え
、
「
未
来
を

拓
く
」
担
い
手
と
し
て
、
今

後
も
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
建
設
産
業
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
土
木
工

学
科
の
在
学
生
も
、
こ
の
思

い
に
共
感
し
、
使
命
感
を

持
っ
て
勉
学
に
励
む
姿
に
、

時
折
、
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま

す
。
今
後
も
、
卒
業
生
諸
兄

と
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
「
未
来
を
拓
く
」
土
木

技
術
者
を
育
て
る
こ
と
が
建

設
産
業
、
さ
ら
に
は
我
が
国

の
持
続
的
発
展
を
支
え
る
大

き
な
希
望
で
あ
る
と
念
じ
て

い
ま
す
。

②
学
科
の
近
況
・
イ
ベ
ン
ト

報
告

　

土
木
技
術
者
と
し
て
の
将

【
生
産
工
学
部

・
土
木
工
学
科
】　

　
　
　      

主
任
教
授　

工
藤 

勝
輝

来
を
楽
し
み
に
す
る
教
育

　

生
産
工
学
部
土
木
工
学
科

で
は
、
平
成
二
十
五
年
度
か

ら
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
に

伴
い
「
技
術
者
と
し
て
の
将

来
を
楽
し
み
に
す
る
教
育
」

の
具
現
化
を
目
的
に
、

　

①
将
来
像
と
技
術
者
像

　
　

を
重
ね
る

　

②
社
会
と
技
術
を
繫
げ
る

　

③
理
論
と
現
象
を
結
ぶ

を
達
成
目
標
の
三
本
柱
と
し

て
、
初
年
次
導
入
教
育
の
革

新
を
推
し
進
め
ま
し
た
。
こ

れ
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
を
見
渡

し
た
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教

育
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
デ

ザ
イ
ン
教
育
の
体
系
化
を
意

識
し
、
導
入
科
目
の
選
定
か

ら
具
体
的
な
シ
ラ
バ
ス
設
計

を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
こ
の
試
行
と
し

て
、
土
木
の
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
、
ブ
リ
ッ
ジ
コ

ン
テ
ス
ト
、
ソ
イ
ル
タ
ワ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を
開
催

し
、
失
敗
・
成
功
体
験
を
通

じ
た
主
体
性
の
喚
起
と
と
も

に
、
競
技
形
式
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
学
内
表
彰

の
機
会
を
積
極
的
に
設
け
る

こ
と
で
、
も
の
づ
く
り
に
対

す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
構

築
・
向
上
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。

　

写
真
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
学
生
が
も
の
づ
く
り
に

真
剣
勝
負
し
、
失
敗
の
悔
し

さ
、
成
功
の
喜
び
を
思
い
切

り
表
現
す
る
姿
に
、
教
育
改

革
の
確
か
な
手
応
え
を
感
じ

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
「
土

木
技
術
者
と
し
て
の
将
来
を

楽
し
み
す
る
教
育
」
を
展
開

し
、
学
生
の
「
の
び
し
ろ
」

を
刺
激
し
ま
す
。

を
拓
く

　

建
設
産
業
は
、
東
日
本
大

震
災
で
被
災
し
た
企
業
も
多

い
中
、
発
災
直
後
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
、
応
急
復
旧
活

動
や
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
、
が

れ
き
処
理
や
除
染
の
中
心
的

担
い
手
と
し
て
、
そ
の
力
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
、
改
め
て

そ
の
役
割
の
重
要
性
が
認
識

さ
れ
ま
し
た
。
震
災
か
ら
の

月
日
を
振
り
返
れ
ば
、
卒
業

生
諸
兄
や
在
学
生
、
そ
し
て

教
職
員
が
土
木
・
建
設
の
可

能
性
に
つ
い
て
考
え
、
復
興

と
防
災
を
支
え
る
使
命
感
を

個
々
の
職
責
の
な
か
で
少
し

ず
つ
形
に
し
て
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

維
持
更
新
時
代
、
低
炭
素
・

循
環
型
社
会
へ
の
対
応
、
災

害
に
強
い
国
土
づ
く
り
・
地

域
づ
く
り
な
ど
、
建
設
産
業

学

科

行

事

便

り

　

各
学
科
で
実
施
さ
れ
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
報
告
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
今
号
で
は
、
工
学

部
土
木
工
学
科
お
よ
び
理
工
学
部

土
木
工
学
科
よ
り
現
場
見
学
会
の

報
告
が
届
い
て
お
ろ
ま
す
の
で
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
工
学
部
土
木
工
学
科

　
　

学
生
見
学
会
実
施
報
告

　
　
　
　
　
　
　

        

渡
邊
英
彦

　

平
成
二
十
四
年
十
月
十
五

日
に
工
学
部
土
木
工
学
科
で

は
、
学
生
見
学
会
を
実
施
し

ま
し
た
の
で
，
概
要
を
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
、
期
日
：
平
成
二
十
四
年

　
　
　
　

十
月
十
五
日
（
月
）

二
、
見
学
場
所

　
　

・
栗
子
ト
ン
ネ
ル

　
　

・
会
津
縦
貫
北
道
路

三
、
見
学
の
日
程

　

八
時

　
　

工
学
部
十
六
号
館
前
発

　

十
時
～
十
一
時
半

　
　

栗
子
ト
ン
ネ
ル
現
場
見
学

　

十
四
時
半
～
十
六
時

　
　

会
津
縦
貫
北
道
路
現
場
見
学

　

十
七
時

　
　

工
学
部
着

四
、
参
加
者
学
生
数

　
　
　

学
生
二
十
四
名
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（
一
年
生
七
名
、
二
年

　
　
　

生
三
名
、
四
年
生　

　
　
　

十
三
名
、
大
学
院
生

　
　
　

一
名
）

五
、
引
率
教
員

　

教
員
三
名

　
　

古
河
幸
雄
教
授
・
堀
井

　
　

雅
史
教
授
・
渡
邊
英
彦

　
　

教
授

六
、
現
地
対
応

　

栗
子
ト
ン
ネ
ル
：
国
土
交

    

通
省
福
島
河
川
国
道
事

    

務
所
・
荒
谷
義
成
氏

　

会
津
縦
貫
北
道
路
：
国
土

　
　

交
通
省
郡
山
国
道
事
務

　
　

所
喜
多
方
出
張
所
・
藤

　
　

原
孝
徳
氏
・
齋
藤
賢
二

　
　

氏

七
、
実
施
内
容

　

・
栗
子
ト
ン
ネ
ル
イ
ン　

　
　

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

栗 子 ト ン ネ ル 坑 道 で の 写 真

会 津 縦 貫 北 道 路 ３ 工 区 の 橋 台 前

【
訃
報
】

　

昨
年
よ
り
本
年
ま
で
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
情
報
で
、
以
下

の
会
員
の
方
々
が
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

と
共
に
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

   

小
島
正
樹
、
桜
井
充
、

　

 

杉
本
好
、
堀
内
公
雄
、

 

　

松
田
愼
一
郎

    

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

　
　

タ
ー
に
て
、
荒
谷
氏
、

　
　

施
工
関
係
技
術
者
よ
り

　
　

東
北
中
央
自
動
車
道
の

　
　

概
要
説
明
と
栗
子
ト
ン

　
　

ネ
ル
に
つ
い
て
の
説 

　
　

明
、
及
び
ビ
デ
オ
に
よ

　
　

る
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
つ

　
　

い
て
の
説
明
を
受
け 

　
　

た
。
ト
ン
ネ
ル
延
長
は

　
　

東
北
で
一
番
、
国
内
で

　
　

も
五
番
目
で
あ
る
こ 

　
　

と
、
国
道
十
三
号
線
直

　
　

下
を
約
十
メ
ー
ト
ル
の

　
　

深
さ
で
注
意
深
く
掘
削

　
　

し
た
こ
と
、
連
続
ベ
ル

　
　

ト
コ
ン
ベ
ヤ
に
よ
る
ず

　
　

り
出
し
を
採
用
し
た
こ

　
　

と
、
最
大
土
被
り
が

　
　

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越

　
　

え
る
こ
と
な
ど
の
説
明

　
　

を
受
け
た
後
、
活
発
な

　
　

質
疑
応
答
と
な
っ
た
。

　
　

説
明
終
了
後
に
、
工
事

　
　

関
係
施
設
、
ト
ン
ネ
ル

　
　

坑
内
の
見
学
を
行
っ　

　
　

た
。

　

・
会
津
縦
貫
北
道
路
で
は
、

　
　

藤
原
所
長
よ
り
全
体
概

　
　

要
の
説
明
と
三
工
区
内

　
　

の
函
渠
工
事
、
溷
川
橋

　
　

工
事
、
橋
台
に
つ
い
て

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
見
学
を

    

行
っ
た
。
地
盤
が
良
好

　
　

で
な
い
た
め
に
プ
レ

　
　

ロ
ー
ド
工
法
や
緩
速
載

　
　

荷
工
法
、
バ
ー
チ
カ
ル

　
　

ド
レ
ー
ン
工
法
、
気
泡

　
　

混
合
土
の
採
用
な
ど
行

　
　

わ
れ
て
い
る
と
の
説
明

　
　

を
受
け
た
。
そ
れ
ぞ
れ

　
　

の
見
学
場
所
で
、
活
発

　
　

な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

　
　

た
。

   

・
二
箇
所
の
現
場
見
学  

　
　

を
実
施
し
た
が
、
学
生

　
　

か
ら
は
工
事
の
特
徴
や

　
　

震
災
の
影
響
な
ど
の
多

　
　

く
の
質
問
が
あ
り
、
非

　
　

常
に
活
発
な
質
疑
応
答

　
　

と
な
っ
た
。
今
後
、
こ

　
　

の
経
験
を
生
か
し
て
、

　
　

進
路
決
定
や
勉
学
に
励

　
　

む
こ
と
を
期
待
し
た　

　
　

い
。

◎
理
工
土
木
現
場
見
学
報
告

　

 

Ｊ
Ｒ
総
武
線
市
川

・
本
八　

        

   

幡
間
外
環
こ
道
橋
新
設
工

   

事
現
場
見
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

重
村　

智

　

日
時
：
平
成
二
十
四
年

　
　
　

十
二
月
十
四
日
（
金
）

　

参
加
学
生
：
理
工
・
土
木

ニ ュ ー マ チ ッ ク ケ ー ソ ン の 中

会 議 室 で の 質 疑 応 答

　
　

学
部
三
年
生　

十
八
名

　

Ｊ
Ｒ
側
：
増
子
隆
行
氏
・

 
 
 

　

鳴
海
彰
三
氏
・
四
元

　
　
　

聡
子
様
・
武
田
嘉
氏
・

　
　
　

小
島
淳
史
氏

　

東
日
本
旅
客
鉄
道
東
京
工

事
事
務
所
お
よ
び
日
大
土
木

会
の
計
ら
い
で
、
Ｊ
Ｒ
総
武

線
と
東
京
外
環
自
動
車
道
の

立
体
交
差
部
の
建
設
現
場
の

見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

就
職
を
控
え
た
学
生
が
参
加

し
た
こ
と
も
あ
り
、
質
疑
応

答
も
活
発
に
行
わ
れ
、
予
定

し
て
い
た
時
刻
を
越
え
る
ほ

ど
の
盛
況
で
し
た
。
ま
た
、

見
学
会
後
に
は
参
加
学
生
と

卒
業
生
と
の
意
見
交
換
会
も

開
催
し
、
こ
こ
で
は
、
就
職

活
動
に
関
わ
る
様
々
な
質
問

が
飛
び
交
い
、
学
生
に
と
っ

て
大
変
貴
重
な
場
と
な
り
ま

し
た
。
以
下
、
参
加
学
生
の

感
想
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
見
学
会
感
想 

　
　

理
工
学
部
土
木
工
学
科

　
　
　
　
　
　

松
浦
亜
祐
美

　

現
場
見
学
会
に
参
加
し

て
、
現
場
見
学
会
で
は
、
今

後
高
速
道
路
が
開
通
す
る
こ

と
と
な
る
ケ
ー
ソ
ン
内
部
な

ど
、
あ
ま
り
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
工
事
現
場
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

 

ま
た
見
学
会
終
了
後
、
Ｊ

Ｒ
の
社
員
の
方
々
が
企
画
し

て
く
だ
さ
っ
た
懇
親
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
社
員

一
人
ひ
と
り
の
方
々
と
積
極

的
に
話
せ
る
貴
重
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 

そ
の
見
学
会
が
き
っ

か
け
で
、
Ｊ
Ｒ
は
私
の
就
職

志
望
企
業
の
１
つ
に
な
り
ま

し
た
。
見
学
会
の
縁
で
、
そ

の
後
も
Ｊ
Ｒ
主
催
の
技
術
開

発
展
示
会
に
招
待
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
Ｊ
Ｒ
の
面
接
に

向
け
て
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

の
添
削
及
び
面
接
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
い
た
り
し

て
、
私
の
就
職
活
動
の
大
き

な
転
機
と
な
る
貴
重
な
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

最
後
に
本
見
学
会
を
企
画

し
て
い
た
だ
い
た
土
木
工
学

科
の
先
生
方
、
後
援
い
た
だ

い
た
Ｊ
Ｒ
と
日
大
土
木
会
の

皆
様
方
に
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 


